
ORIONデータから見る
「救急搬送と救急医療の評価」
と今後の展望
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本日の内容
救急医療が抱える様々な課題

我々は常に「評価」をしている

 ORIONデータと評価指標

今後の展望
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救急医療が抱える様々な課題。

3平成30年版 救急・救助の現況（救急編）より



救急医療が抱える様々な課題。
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これらの課題を我々は評価しているだろうか？



我々は常に「評価」をしている
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医療現場においては



我々は常に「評価」をしている
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社会においても



これまで救急医療はどのような
指標で評価されてきたか？

7

平成30年版 救急・救助の現況（救急編）より



 人口1万人当たりの平均救急出動件数
 救急出動件数に占める転院搬送件数割合の
推移

 傷病程度別の搬送人員数及び構成比
 救急車による現場到着所要時間及び
病院収容所要時間
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これまで救急医療はどのような
指標で評価されてきたか？

これらの指標は「病院前」救護に関する評価指標とし
ては適切であるが、救急医療全体を評価する指標とは
必ずしも言えない

・救急搬送された患者の傷病の経年推移
・救急搬送された脳卒中患者の転帰
・救急搬送された大腿骨頚部骨折の入院期間
といったデータは不明である。



救急医療を評価するために必要
な情報とは何か。
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ウツタイン情報

心肺停止患者に
関する情報

入院後情報＜カルテ＞
診断・治療の情報救急活動記録等の病院前情報

救急活動記録＜消防本部システム＞

退院
転帰

搬送
入院

現場活動
病院選定

これらの情報を個別の救急事例単位で統合して
収集することが必要不可欠である。

病院照会情報
病院照会（搬送依頼）

119要請



救急医療を評価するための地域
を網羅したデータベースの構築
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(Okamoto, et al. Acute Medicine &Surgery 2018)

・データ収集件数（データクリーニング後）
2015年；315,317件
2016年；437,974件 （捕捉率97％）
2017年；451,507件
2018年；492,705件



ORIONデータを用いた救急医療
体制を評価する指標

項目 内容

１．実施基準適合率 救急隊が『傷病者の搬送及び受入れの実施基準』に従い、救急活動を行っ
た割合

２．陽性的中率と感度 救急隊がある疾患であると判断した中で、実際にその疾患であった割合
３．搬送困難事例発生数
（率） 医療機関への照会回数別の救急搬送件数

４．圏域外搬送率 他圏域・他府県へ搬送された救急搬送件数

５．応需率（受入件数） 各医療機関への『照会回数』に対する『搬送件数』の比

６．初診時処置件数 緊急で行われた処置の件数

７．転帰 初診時・確定時（２１日後）の転帰（死亡・入院・転院・退院・外来の
み）

８．外来からの転院・転
送率 外来からの転院及び転送の件数と割合

９．現場滞在時間 現場滞在時間の区分毎の救急搬送件数
１０．医療機関リスト適
合率

『傷病者の搬送及び受入れの実施基準』の緊急度に合致した医療機関を選
定できている割合

１１．不搬送率 不搬送の件数と割合、不搬送であった理由別の件数と割合



今後の展望
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救急医療体制を改善する政策・対策を立案・実行する
だけではなく、効率的に評価に適したデータを収集し
データを用いて課題抽出や政策評価を行うことが必要

そのためには、
１．消防・医療が協働する体制の構築
２．評価指標に関するコンセンサスの確立
が不可欠である。
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